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本プログラムは最小化手続きの補助量を計算し、アルゴリズムの収束性を高める。目的関数 Φ(x) に対し、
勾配

g = ∇Φ(x) (1)

と共役方向 d の整合性が評価される。ラインサーチでは

Φ(x+ αd) ≤ Φ(x) + c1αg
>d (2)

が満たされるよう α を調整し、収束判定は ‖g‖ < ε で行われる。補助量により実装全体の安定性が確保さ
れる。
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